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吹田保健所管内院内感染対策ネットワークについて
～安心で安全な医療提供体制に向けて～

三場知香

大阪府吹田保健所企画調整課

【取り組みの経緯】

大阪府吹田保健所は吹田市（人口約36万人）を

管轄しています。管内には、特定機能病院である

大阪大学医学部附属病院、国立循環器病研究セン

ターをはじめ14の病院があります。

平成22年に帝京大学医学部附属病院で多剤耐性

アシネトバクターの院内感染事例が発生し、これ

を受けて、大阪大学医学部附属病院感染制御部朝

野教授から、地域における相互支援とネットワー

ク構築について当時の保健所長に提案がありまし

た。吹田保健所は、毎年の立入検査で院内感染対

策の把握と、必要に応じて改善指導を行っていま

したが、病院の規模や機能によって感染症に対す

る意識や感染対策の取り組みに差があり、感染対
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策の底上げの必要性を感じていました。このため、

この提案を受け、院内感染対策の質向上と患者の

生命の安全• 安心のためネットワーク構築が必要

であると判断しました。

平成23年 2月に、吹田保健所は大阪大学医学

部附属病院のほか、感染制御を専門とする医師

(ICD)や看護師 (ICN) を配置する管内の 4病

院に参加を呼びかけ、管内 5病院の院内感染対策

専門家による有識者連絡会議を開催しました。連

絡会議設置の合意形成がされ、 10月には連絡会議

のあり方、連携体制や院内感染事象発生時の支援

体制について検討しました。

平成24年度からは有識者連絡会議の構成を、前

述の5病院から管内の14病院に拡大して、名称を






